
 
 

令和元年度 

「ふれあい地域懇談会」報告書 
 

 

＜ 西鎌倉地域 ＞ 

 

  

日      時 令和元年７月４日（木） 午前10時～正午 

場      所 腰越支所 多目的室 

出  席  者 自治・町内会代表 ９団体：12名 

地域団体代表  ８団体：８名  計20名 

鎌倉市           ８名 

内      容  

第 １ 部 市長からの説明.......................................P. 1 

「鎌倉の目指すまち～SDGs の実現に向けた取り組み、 

共生社会の実現に向けた取り組み」 

第 ２ 部 地域の懸案事項に関する報告...........................P.17 

① 地域バスについて 

② 腰越なごやかセンターへの送迎車等交通手段を含めた、 

高齢者の外出機会の支援について 

第 ３ 部 

 

本年度の地域の議題に関する懇談 ......................P.23 

① 避難行動要支援者リストについて 

② 広町緑地の管理棟をもっと利用しやすいものにしてほしい 

③ 自治会館の老朽化に伴う、援助をお願いしたい 

④ 民生委員等のなり手がいないことについて 

⑤ 成人の自転車のマナーについて 

⑥ 空き家対策について 

⑦ 治水事業の取り組み進捗について 

⑧ 道路の安全対策について 

付  録 当日配布資料.........................................P.49 



 
 

出席者名簿  （敬称略） 

 

【自治会・町内会等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 西鎌倉地区町内・自治会連合会 
野間 公治 

肥後 正一 

会長（司会） 
 

2 新鎌倉山自治会 前垣 進 会長 

3 御所ヶ丘自治会 山下 浩志 会長 

4 西鎌倉住宅地自治会 樫山 節夫 会長 

5 南鎌倉自治会 
利根川 保代 

阿部 住江 

会長 
 

6 西鎌倉山自治会 中村 晴一  

7 手広町内会 内海 直和 会長 

8 鎌倉山町内会 田中 秀文 会長 

9 谷際自治会 
澤井 弘幸 

古宮 誠一 

会長 
 

 

【その他の団体等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 親寿会 佐々木 俊文  

2 青少年指導員 石塚 郷彦  

3 西鎌倉地区社会福祉協議会 千代 美和子  

4 西鎌倉地区スポーツ振興会 和田 護  

5 鎌倉地区保護司会 前川 昌子  

6 西鎌倉地区教育懇話会 村井 英子  

7 西鎌倉いきいき体操教室 池田 隆明  

8 福寿会 森﨑 勝喜  

 

【鎌倉市】 

 役              職 氏    名 備    考 

1 鎌倉市長 松尾 崇  

2 共創計画部長 比留間 彰  

3 防災安全部長 長﨑 聡之  

4 市民生活部長 齋藤 和徳  

5 こどもみらい部長 平井 あかね  

6 健康福祉部長 内海 正彦  

7 都市整備部長 樋田 浩一  

8 腰越支所長 丸山 剛  

 

 





 

第１部 市長からの説明 

 【全地域共通】  
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第１部 市長からの説明に対する意見・質疑 

 

質疑なし 
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第２部 

地域の懸案事項に関する報告 
 

西鎌倉－R１－１ 地域バスについて 

西鎌倉－R１－２ 
腰越なごやかセンターへの送迎車等交通手段を含めた、高齢

者の外出機会の支援について 
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番 号

テ ー マ

概 要

担 当 部 課

添 付 資 料

テーマに係る進捗状況について

バス事業者との意見交換の場において、事業の採算性に加え、現在は、運転
手の確保が喫緊の課題であり、増便は難しいとの見解をいただいているところ
です。

このため、引き続き要請・意見交換を継続するとともに、新たな移動手段と
して次世代交通システム（MaaS※1（モビリティ・アズ・ア・サービス））導
入の可能性についても研究を進めているところです。今後、交通事業者の協力
を得ながら交通課題の解決に向けて検討してまいります。

※１ MaaS…出発地から目的地までの移動ニーズに対して最適な移動手段を
シームレスに一つのアプリで提供するなど、移動を単なる手段としてではな
く、利用者にとっての一元的なサービスとして捉える概念。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第２部　進捗状況報告書

西鎌倉‐Ｒ１‐１

地域バスについて

・バス事業者と今後も協議するのであれば、土・日曜日や夜７
時台だけの増便を検討するようお願いしたい。
・いわゆるトンネル住宅（猫池）では、バスを運行してほしい
との要望がある。どの程度の利用があれば採算がとれるのか。

共創計画部　交通政策課
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番 号

テ ー マ

概 要

担 当 部 課

添 付 資 料

テーマに係る進捗状況について

腰越なごやかセンターは、施設に至る道路が狭隘であることから、当初から
車の利用を想定した計画にはなっていないため、駐車場を設置しておりませ
ん。

なお、同センターでは送迎車を運行しているところですが、利用状況は、平
成29年度が14人、平成30年度が３人、令和元年度は０人となっているのが現状
です。

高齢者の外出支援は、非常に重要であると認識していることから、令和元年
４月から社会福祉法人の送迎車等を活用した外出支援に取り組み始めました。
今後は、この取り組みを広めていきたいと考えています。

また、高齢者の方々がいつまでも、元気にいきいきと過ごしていただくため
に、今年度は、外出支援の取り組みと併せて、みらいふる鎌倉と協働し、「フ
レイル予防」についても推進していく予定です。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第２部　進捗状況報告書

西鎌倉‐Ｒ１‐２

腰越なごやかセンターへの送迎車等交通手段を含めた、高齢者
の外出機会の支援について

腰越なごやかセンターは利用率こそ高いが、問題は来たくて
も来られない人であり、そのような人たちの健康寿命を延ばす
ことが重要。駐車場の整備やバス便などの充実などの解決策を
講じてもらいたい。

健康福祉部　高齢者いきいき課
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第２部 「地域の懸案事項に関する報告」に対する意見・質疑 

 

① 地域バスについて 

② 腰越なごやかセンターへの送迎車等交通手段を含めた、高齢者の外出機会の支援について 

 

＜西鎌倉地区社会福祉協議会 千代氏＞ 

交通手段に関しては昨年も質問し、しっかりしたお答えをいただけなかったと思うが、今年もこうい

う形で御回答頂きありがとうございます。 

私は民生委員もやっておりご高齢の方と接する機会も多いが、足がだいぶ不自由になり車でないと移

動できないので免許が返納できないという方もいると思う。例えば、ごみを捨てに行くのにも両手に杖

をついていてはごみが持てないので、車に乗ってクリーンステーションまで持って行くという方もい

る。 

見ていても危険だと思うことも多いので、返納した方が良いと言うと「いくら言われても、それは死

ねということと同じだ」という位のことを言われる。 

先日、大船警察と鎌倉警察の交通課の課長と話をする機会があったが、返納については進めていきたい

と思っていても、具体的な方法が見つかっていないという話であった。代替交通手段がないと、なかな

か返納できないのではないかと思うので、これについて是非御検討いただきたい。 

おそらくここ２、３年の間には安全装置など色々な対策が出てくるかと思うので、それまでの間が免

許の返納ができるか、あるいは車に乗らずに済ませられるかという、ターニングポイントだと思う。一

刻も早く、代替手段など検討していただいて、実現してほしいと思う。送迎車等を活用した支援の件は

関谷の鎌倉プライエムきしろのことかと思うが、各地区で具体的な形で進めていただきたい。 

 

＜西鎌倉地区町内・自治会連合会 肥後氏＞ 

普通免許でも運転できるサイズのワンボックスのようなもので、例えばシニア世代を雇用して、市営

バスのようなものは出せないか。また、今朝のテレビで 2020年には無人バスが実用化の段階に入ると

観たが、そういった可能性については検討しているか。 

 

＜松尾市長＞ 

市営できめ細かな移動手段を確保するという検討はないが、高齢者の移動手段の確保は課題と認識し

ているので、様々な手段を使っていきたい。シルバーの力を活用した移動手段ということも、具体的に

どうできるか検討していきたい。 

自動運転については、我々もソフトバンクとトヨタ自動車の共同出資で設立された MONET 

Technologiesと連携し、様々な実証実験を行っていく体制である。新たな知見を取り込みながらやって

いきたいと考えているが、自動運転は、他の交通がない公園やキャンパスの中であれば、ほぼ実現に向

けたところまで見えているが、不特定多数の方が通るようなところでの実現というのはまだまだハード

ルがあると聞いている。早く実現に向かってほしいというのは我々も希望するところであり、市として

も出来るところは協力しながら、実現に向けた取組を進めていきたい。 
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＜親寿会、西鎌倉いきいき体操教室 池田氏＞ 

地域バスの件は昨年私どもから提案させていただいた。猫池の問題だが、なかなか難しいという話は

前々から聞いているが、その難しいところをどうクリアしていくかが問題である。採算性が合わないと

いうことが一番の問題で、増便は難しいということだが、もう少し知恵を出しあって、なんとか考えら

れないか。増便というより、今新鎌倉山を回っているバスを少し回してもらうとか、やり方はあるので

はないかと思う。そのあたりを具体的にもう少し話し合いができるような場を市で設定していただけれ

ば、我々住民も参加して色々な意見を出し、何か知恵を出せるのではないかと思う。採算性が取れない

からできないということで門前払いでは困る。先ほどの免許証返上の件もあったが、猫池もまさに坂の

上で、車がないとどうしようもない状況なので、免許を返上したくても返上できない。足の問題は非常

に大きい。 

関連して、２つ目の腰越なごやかセンターの送迎車の件だが、この送迎車はおそらく七里ガ浜の送迎

車のことだと思う。七里ガ浜だけでなく、西鎌倉や腰越の港に近い方からも腰越なごやかセンターまで

結構な距離があり、徒歩で行くのは非常に難しく、行きたくても行けないという状況である。 

地域バスとの絡みもあるかもしれないが、デイサービスの車の活用について、もう少し具体的に検討し

ていけないかと思っている。 

 

＜健康福祉部 内海部長＞ 

腰越なごやかセンターの送迎バスは、七里ガ浜からは直接来られるバスが出ていないので、試行的な

部分も含めて事業者の協力のもと行っているところである。ただ、小さい車であり２、３人しか乗れな

いので、人数が多い場合は二往復するということで対応しているが、利用される方があまりいらっしゃ

らないというのが現状である。 

また、デイサービスの車の活用についてだが、鎌倉きしろさんの昼間のデイサービスの空いている時

間帯に、スーパーに買い物に行く方に電話予約していただき、スーパーから自宅まで送迎するというの

を試行的に行っている。この取組は４月から行っているが、現在さらに他の社会福祉法人にもお願いし

ているところであり、この地域では聖テレジアさんに前向きに検討していただいている。順次このよう

な取組を社会福祉法人の社会貢献事業として進めていきたいと思っている。 

 

＜親寿会、西鎌倉いきいき体操教室 池田氏＞ 

デイサービスの車の利用について、現在は買い物に行った先に迎えに来てくれるという話だったが、

私は腰越なごやかセンターや行政センターに高齢者が行く際に利用ができないかと思っている。そのあ

たりの可能性や検討状況はいかがか。 

 

＜健康福祉部 内海部長＞ 

腰越なごやかセンターへの送迎という段階まではまだ至っていない。デイサービスの送迎車は昼間の

時間帯のみが空いているので、腰越なごやかセンターへの送迎となると朝から夕方にかけての時間にな

ると思うので、どこまでできるかということがある。当面は買い物での利用を進め、今後そういったこ

とが可能かどうか、社会福祉法人さんと話をしていきたい。 
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＜親寿会、西鎌倉いきいき体操教室 池田氏＞ 

腰越なごやかセンターとも話をして、もう少し進められるようであればお願いしたい。 

 

＜西鎌倉地区社会福祉協議会 千代氏＞ 

先ほどの内海部長の話だが、買い物支援のバスは行きは自分で行き、帰りのみ送ってもらう形であ

る。それは良いが細かくニーズを探っていただくと分かると思うが、買い物は配送してくれるスーパー

も増えたので、買い物に困っているというよりも、車に乗って知り合いと一緒に話をしながら行くこと

が大きいウエートを占めているのではないかと思う。交通手段としてだけでなく、二つ意味合いがある

と思う。その辺のニーズをもう少し詳しく探っていくと、行政センターに用事があるとか、腰越なごや

かセンターでお風呂に入りたいとか様々だと思う。私たちも意見を述べられる場を設けていただけれ

ば、もう少し具体的なことが見えてくるかと思うので、御検討いただきたい。 

 

＜健康福祉部 内海部長＞ 

この４月から始めたばかりの取組であるので、頂いた御意見を参考に進めていきたい。 

 

＜青少年指導員 石塚氏＞ 

今泉台は既に 40パーセント後半の高齢化率でもう５割近い。鎌倉市全体ではたしか 30パーセントを

少し越えるくらいで、この西鎌倉地区についてもかなり高く、手広を除くと 38パーセントくらいにな

る。手広は最近また宅地化して若い方も増えてきていて、30パーセントくらいの高齢化率である。 

西鎌倉の四丁目等は 40パーセントを超えているというような状況である。市長はこの地区で 50年近く

もお過ごしなので誰よりも事情はよくお分かりだと思うが、鎌倉市全体の数年後がこの地区の姿であ

り、そのまた何年後かが今泉台の姿ということになる。今ここで真剣に話を聞くだけでなく、一歩二歩

進んだ形に持って行き、改善、解決に向けていかなければならない。こうやって皆さん貴重な時間を割

いて出ている中で、ここの地区だけの問題にせず、足がないと引きこもりにも結びつく問題になってく

ると思うので、是非市の皆さんも私事として捉えて、真剣にこの先進めていただけたらと思うのでよろ

しくお願いしたい。 

 

＜親寿会 佐々木氏＞ 

デイサービスの活用の仕方は色々あると思う。妻が２箇所のデイサービスでお世話になっているが、

朝９時頃に迎えにきて４時半頃に終わって送ってくれるので、送迎の時間の合間はデイサービスの車が

空いているということである。その空き時間帯に、例えば予約制にして、ここには８つの町内会・自治

会があるのでそこで希望する団体があれば 1箇所に決めた時間に集合し、腰越なごやかセンターを往復

する。場合によってはついでに買い物をするとか、そういう話を具体的に民間事業者に持ちかければ必

ず賛同してくれる事業者がいる。病院でも、例えば湘南記念病院は患者のために定期バスを出している

が、これも時間が決まっているので、無料とか、ワンコインで利用させてもらうことは可能だと思う。

具体的に希望する地域、自治会、また協力いただけそうな事業者、デイサービスの方々で話し合い、

色々な方策を具体的に検討して、新たな発想でやっていく時代になっているのではないかと思う。  
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第３部 

 本年度の地域の議題に関する懇談 
 

西鎌倉－R１－１ 避難行動要支援者リストについて 

西鎌倉－R１－２ 広町緑地の管理棟をもっと利用しやすいものにしてほしい 

西鎌倉－R１－３ 自治会館の老朽化に伴う、援助をお願いしたい 

西鎌倉－R１－４ 民生委員等のなり手がいないことについて 

西鎌倉－R１－５ 成人の自転車のマナーについて 

西鎌倉－R１－６ 空き家対策について 

西鎌倉－R１－７ 治水事業の取り組み進捗について 

西鎌倉－R１－８ 道路の安全対策について 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

平成28年度から、避難行動要支援者名簿を支援組織である自治会、町内会に提供
し、共助による支援体制の構築を進めています。昨年平成30年度は、３回目の提供
となりました。

お渡しする避難行動要支援者名簿は、自治会、町内会ごとに分け提供をしていま
す。その中でおおよそ住所順に並べていましたが、データ取得状況などにより、完
全に住所順ではなく、ご不便をおかけしていました。

令和元年度は、避難行動要支援者名簿を作成しているシステムの入替えを予定し
ており、その中で名簿搭載者を規則的に並べてお渡しできるように改善を図りま
す。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

西鎌倉‐Ｒ１‐１

避難行動要支援者リストについて

毎年、避難行動要支援者リストを受け取っていますが、名
簿の記載順がまったくランダムで、何の規則性もなく並んで
いるので見づらくなっています。どんな順番でも構いません
ので、何らかの規則に従って並べていただきたいです。

防災安全部　総合防災課

24



 

 

① 避難行動要支援者リストについて 

質疑なし  
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

管理事務所は、地元自治会や市民活動団体等の意見を伺い、防犯や近隣対応、管
理体制を含めた仕様を決めて設置しています。
　こうしたことから、利用者が自由に使えるものとなっていません。

また、職員が緊急対応等で不在となり、案内ができないことがあることから、今
後、指定管理者と協議し、案内など気軽に聞ける環境づくりに努めてまいります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

西鎌倉‐Ｒ１‐２

広町緑地の管理棟をもっと利用しやすいものにしてほしい

現在トイレ利用がメインとなっていますが、管理室に出入
りできたり、案内なども気軽に聞ける状態であれば、もっと
市民に利用される施設となると思います。

都市整備部　公園課
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②広町の管理棟を利用しやすいものにしてほしい 

＜青少年指導員 石塚氏＞ 

広町は蛍の時期の土日は夜８時まで開けていただいてトイレが使える。我々も毎年子どもたちを集め

て、地元を知るという意味で蛍の勉強をして、蛍を見るという行事をやっている。どうしても夜の実施

になり、できれば１時間以上かけて回りたいのだが、そうすると子どもたちの中にはトイレが我慢でき

ない子が出てくる。蛍の時期だけでも鍵を預からせていただけないかと思う。 

今年度は６月 14日（金）と 15日（土）に別々に行ったが、金曜日は 100人以上の人が集まっていた。

以前は土日にやっていたが、人が多くなりすぎて蛍がかわいそうだということで平日にやっている。検

討をお願いしたい。 

 

＜西鎌倉地区町内・自治会連合会 肥後氏＞ 

管理棟に会議スペースがあるが、そこがもっとうまく使えないかという話がよく出ている。例えば、

様々なイベントを開催したり、展示会をしたりして、広町に親しんでもらう機会を増やしていくという

使い道があると思うので、もっと開放していただけるよう検討をお願いしたい。 

 

＜都市整備部長 樋田部長＞ 

御指摘の会議室だが、現在は登録しているボランティアの方々の活用については認めている状況であ

る。市から指定管理者へ管理を委託しているので、指定管理者がいる期間については開放しているが、

不特定多数の方が使用できるような状況にはなっていないので、今後の課題にさせていただきたい。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

自治会・町内会に係る公会堂等の新築、改築又は修繕に対する支援の制度として
「鎌倉市公会堂等建築改良工事費補助金」があります。この補助金は、新築、改築
又は修繕に係る10万円以上の工事費に対して、1000万円を超えない範囲で要した費
用の２分の１を補助する制度です。

また、一般財団法人自治総合センターから補助を受けるコミュニティセンター助
成事業もあり、新築又は大規模修繕に係る補助を申請することが可能です。

公会堂等の新築、改築又は修繕に関する相談は毎年多数寄せられています。補助
の要件等もありますので、まずは地域のつながり課までお問い合わせください。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

西鎌倉‐Ｒ１‐３

自治会館の老朽化に伴う、援助をお願いしたい。

町内・自治会によっては40年程度経過する建物も増え、建
物が老朽化しています。建て替えや補修などの際に援助をお
願いしたいと考えています。

市民生活部　地域のつながり課
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③ 自治会館の老朽化に伴う、援助をお願いしたい 

質疑なし 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

民生委員児童委員については、現在、定員224名のところ220名で４名の欠員が出
ています。今年12月の一斉改選に向けて、自治会・町内会で候補者を推薦していた
だいているところですが、なり手がいないという声が少なからず挙がっていること
は市も承知しています。

一人暮らし高齢者が増えているなど、地域での見守りを行っている民生委員児童
委員のへの期待もますます高まっていくことから、活動内容の見直しや、効果的な
民生委員活動の周知について検討を進めていきます。

新任委員の推薦にあたりましては、自治会・町内会をはじめとした地域の皆様の
お力添えが不可欠となっておりますので、引続き御理解・御協力いただきますよう
お願いいたします。（生活福祉課）

地域課題が多様化する昨今、自治会・町内会が担う公益的活動は多岐にわたり、
自治会・町内会長等の一部の方の負担が増大していることから、業務の負担軽減や
担い手不足に関する御相談も増えています。

そのような背景から、自治会・町内会長等の負担を軽減し、持続的な運営を支援
するために、これまで自治会・町内会間の交流会や課題解決に向けたワークショッ
プなどを開催してきました。平成30年度は、「市民活動団体と市による相互提案協
働事業」において、「自治会・町内会運営のためのつながるひろがるブック」を作
成しました。中には、自治会・町内会活動に参加してもらう人を増やすための「マ
キコミ力」や業務の分散化、役職・役員構成の見直し等に関する実践例についても
掲載しています。市のホームページにも掲載していますので、御活用ください。
（地域のつながり課）

青少年指導員は、各地域に根ざした活動をしており、自治会・町内会のご協力は
不可欠です。なり手がいないことも承知していますが、青少年指導員の役割を御理
解いただき、引続き御協力をお願いいたします。（青少年課）

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

西鎌倉‐Ｒ１‐４

民生委員のなり手がいない

民生委員に限らずですが、昨今、各地域団体の担い手が不
足しているように思います。高齢化や役割の重さなどの負担
があると思われますが、任務の見直しなどを検討頂くのはい
かがでしょうか。

健康福祉部　生活福祉課
市民生活部　地域のつながり課
こどもみらい部　青少年課
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④民生委員のなり手がいないということについて 

＜西鎌倉地区社会福祉協議会 千代氏＞ 

私は民生委員をしているが、なり手が非常に少なく西鎌倉地区の 10区の次の改選では欠員が出る見込

みである。一つの理由は、この地区は福祉に関する意識はとても高いところだが、民生委員制度というの

はもう 100 年を超えていて、その間ずっと同じような立場である。民生委員法を変えるのは難しいが、

例えば鎌倉方式ということで鎌倉でのやり方を模索することができるのではないか。民生委員法での定

年制はなくしたということだが、鎌倉では定年制度はそのままあるし、いくつかのことを鎌倉方式で考

えていけば小回りのきいた形で動けるのではないかと思う。なり手がいないのは全国共通で、鎌倉だけ

の問題ではなく、様々な状況が変わってきている。特に高齢化しているということでは、高齢者が高齢者

を支えるという形も多くなり、個々に考えていかないとなかなか対応しきれない。石塚氏からも青少年

指導員もそうなだという話があったが、地域だけで考えるのではなく、鎌倉市としての考え方ももう少

しはっきりとさせていただきたいと思う。 

 

＜西鎌倉地区教育懇話会 村井氏＞ 

私は民生委員を 30 年余りしたが、以前は広報かまくら等でも民生委員がどういう活動をしているか、

紹介していただく機会があったと思うが、最近は、民生委員の活動が周知されていないような気がする。

５月は民生委員の日があり、広報かまくらでも５月には必ず取り上げていただける機会があったが、最

近はそういう記事をあまり見かけないような気がするので、もう少し市の方でＰＲしていただけたらと

思う。 

 

＜共創計画部 比留間部長＞ 

広報かまくら５月１日号で、１面ではないが５月 12日は民生委員・児童委員の日ということで紹介さ

せていただいた。なるべく工夫をして皆さんの活動を、また民生委員・児童委員を頼っている方がいらっ

しゃると思うので、周知に努めていきたい。 

 

＜親寿会 佐々木氏＞ 

現在、社会福祉協議会の監査をやっていて、民生委員の皆さんの活動の内容は本当によく分かる。西鎌

倉地区の民生委員の皆さんには本当にお世話になっている。待遇は悪いが魅力がある良い仕事である。

今は、自治会・町内会の推薦だが、もっと地域住民からの推薦を受けたらよいと思う。自治会長は毎年変

わるので、地域でお世話になっている高齢者団体が推薦をすればよい。75歳が定年だが、75歳ではまだ

若輩であり、むしろ男性で定年になって社会貢献をやりたい人を活用して、80 歳までやればよい。推薦

なので男性はなかなか機会がない。70 歳前後の方の再活用を民生委員という位置付けで考えればよいと

思う。 

 

＜青少年指導員 石塚氏＞ 

青少年指導員の推薦について、西鎌倉地区の教育懇話会の席でも皆さんにお願いした。来年４月で２

年の任期が切れる。名目としては自治会・町内会長から市長に推薦状を出していただくが、地域の方が知
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っている方、特に老人会等で色々な才能をお持ちでこの人なら地域の子どもたちのために頑張ってくれ

るのではないかという方を自治会・町内会長に御報告いただいて、自治会・町内会長の名前で推薦状を出

していただきたい。年内には推薦状が各町内会・自治会長にいくと思うので、この地域の子どもたちの健

全育成のために推薦をお願いしたい。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

大人の自転車のマナー啓発については、警察署と連携し街頭キャンペーンを実施
し、自転車の危険行為を記載したチラシの配布等を行なっています。今後も引き続
き密接に連携した啓発活動等の拡大に努めていきます。

また、御指摘にある自転車のマナー違反については、不法行為の可能性があるこ
とから、所轄の鎌倉警察署に指導、取締りの強化を依頼していきます。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

西鎌倉‐Ｒ１‐５

成人の自転車のマナーについて

未成年の自転車のマナーについて、日頃指導をしています
が、注意する側の大人のマナーが悪いことが見られます。
（喫煙しながら、携帯を操作しながら、自転車の横にサーフ
ボードを積みながらなど）、自転車のマナー講習会やマナー
に関するチラシを配布するなど検討して頂けないでしょう
か。

防災安全部　市民安全課
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⑤成人の自転車マナーについて 

＜谷際自治会 澤井会長＞ 

このテーマは、「成人」ということと、「マナー」という言葉がついているが、自転車を移動手段として

どう位置付けるか、プライオリティをどう付けるか、ということが一番ベースにあると思っている。自転

車はどこを走るべきなのか色々言われているが、やはり自転車が走る道をきちんとつくっていくべきで

ある。現状の道にそういうものをつくるというのは非常に困難だが、例えば深沢地区で新しいまちづく

りをする時には、自転車優先道路をつくるとか、自転車の駐輪場をもっと整備した方が良いのではない

か。この地区は自転車のプライオリティをもっと上げるべきだと私は思っている。モノレールの湘南深

沢駅に駐輪場があるが溢れ返っていて、以前に比べたら非常に台数が増えている。自転車がこれからど

んどん増えると思われるが、新しいまちづくりをするときには比較的やりやすいと思うので、どういう

お考えがあるか、また是非そういう考え方を取り入れていただきたい。 

 

＜松尾市長＞ 

 新しいまちづくりの中では、いわゆる自転車優先レーンをしっかり検討し実現していきたいと思って

いる。既存の道路ではスペースの関係からなかなか難しいが、現在の取組としては、自転車のマークを車

道の一番端に付けることを大船地域から始めている。これを順次、全市的に広げていき、自転車が通る場

所が見て分かるように進めている。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

空き家は、空家等対策の推進に関する特別措置法において、概ね１年間を通じて
居住や使用されていない戸建てや全室が使用されていないアパート等、及びその敷
地が空家等と定義されており、その管理の責任は、所有者と管理者となります。

空家等における樹木の繁茂や家屋の破損については、住宅課職員が現地調査を行
い、空家等であることが確認できれば、所有者の連絡先を調べ、空家等の状況を伝
え、適切に管理するよう文書にて指導を行います。

なお、空家等の敷地内の樹木は、個人の財産であることから、敷地から越境して
も市では樹木の剪定等を行うことはできません。

・空き家意識啓発リーフレット(H31年度固定資産税・都市計画
税納税通知書に同封)

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

西鎌倉‐Ｒ１‐６

空き家対策について

人口減少により空き家が増えていることはご承知かと思いま
すが、雑草や雑木などが伸びて、隣接する家に迷惑になってい
ることが増えています。所有者が把握できていれば連絡ができ
ますが、不明な場合は問い合わせ先が分からず放置になってし
まいます。敷地を飛び出す雑草や雑木などは鎌倉市に依頼して
伐採などの対応を検討してもらえないでしょうか。

都市整備部　住宅課
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⑥空き家対策について 

＜鎌倉山町内会 田中会長＞ 

樹木の伐採についてだが、鎌倉山は空き家が結構あり、木が伸びてきて車の通行の邪魔になるという

住民からの相談がある。町内会の方で何とかしてもらいたいとの相談だが、市長がおっしゃったように、

個人の財産なので勝手に我々が切るわけにはいかない。所有者にお願いするしかない。地主さんがはっ

きりしていて交渉ができるような状態であれば良いが、地主さんが誰だか分からないとか、分かってい

ても相手にしてくれない場合に行政はバックアップしてくれるのか。住民として、ある程度やるべきこ

とはあると思うが、一個人や町内会としてはできる範囲が限られてしまうので、そういう時に相談でき

る市の担当部署があるとか、そういうシステムはなかなか難しいかもしれないが、検討していただきた

い。 

 

＜松尾市長＞ 

町内会の方でやっていただいて、それで全然らちがあかないということであれば、市からも所有者に

指導していくということはやっていきたいと思っているので、連携していきたい。市で指導してもだめ

な場合が問題になってくるが、そこから先の取組が現状難しいというところである。 

 

＜都市整備部 樋田部長＞ 

空き家については、先ほど市長がお答えした通りだが、その他にも道路に張り出しているような樹木

等については、道路を管理している道路管理者がそちらのお宅に伺って、切っていただくようお願いを

し、切ってよいということであれば、市で対応できる部分については対応している。しかし、なかなかコ

ンセンサスが得られないような場合が多く、難しい状況がある。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

添付資料

議題に対する回答等

深沢地域（手広地区・笛田地区）の浸水対策については、平成20年度に鎌倉市下
水道総合浸水対策計画基本計画を策定し、大塚川から新川への分水を計画しまし
た。

当該分水計画は、平成29年度に、分水計画断面案を決定し、地下埋設施設を所有
する企業と埋設管移設の協議を始めました。

平成30年度からは、実施（詳細）設計を開始するとともに、関係権利者の理解と
協力に向けた面談を行い、引続き地下埋設管に関する協議を関係企業と行っていま
す。

令和元年度は、関係権利者と用地取得に向けた協議・調整を進め、事業の実現に
向け取り組んでまいります。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

西鎌倉‐Ｒ１‐７

治水事業の取り組み進捗について

以前から課題となっている手広地域の治水工事について、
現状の進捗状況について教えて欲しい。（平成28年度ふれあ
い地域懇談会以降の進捗状況）

都市整備部　下水道河川課
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⑦治水事業の取り組みについて 

＜手広町内会 内海会長＞ 

以前もふれあい地域懇談会で質問しているが、なかなか状況が進展しない。今も九州地方で大雨が降

って大変だということだが、こちらでも大洪水等の可能性もあるので、早急に対応をお願いしたい。 

用地取得に向けた協議と調整を進めるということだが、もう何年も進展がないが、事業計画等どのよ

うに考えているのか。事業の実現に向けて取り組んでいくという話だが、具体的な内容が全くこちらに

伝わってこない。 

手広地区は、柏尾川や新川のすぐ側で低い地域が結構多い。水が全て流れてきてしまう一番浸水に近

い地域である。何とか具体的に計画を検討していただきたい。 

 

＜都市整備部 樋田部長＞ 

御指摘のとおり、大塚川と新川は県道を挟んで並行して走っている。大塚川の水を新川の方に、県道を

横断して分水という形で排水させる計画を持っている。県道と新川の間の民地を通らなければ抜けない

ので、関係する権利者の方の御了解をいただき用地買収をしなければならないため、過去に地元と協議

をしたが交渉が決裂してしまった経過がある。 

今回新たにルートを定め、いくつか案について地元の権利者の方にあたっている。本来であればこの

ルートであるということをお伝えできればよいが、ルートが確実に決定できた段階で、今後の進め方を

お伝えしていきたいと思っている。現在、土地の交渉をしている段階であるので、今しばらくお時間頂け

ればと思っている。 

考え方としては、今申し上げたとおり、大塚川の水を新川の方に抜くということで、手広地域の浸水の

解消につながるので、一刻も早く御了解をいただき、さらに県道にかなり埋設管が入っているのでその

移設をしなければならない。河床、つまり河川の高さが決まっているので、どうしても抜く位置、バイパ

スが決まってしまう。狭い区間の中で切り替える作業をしていかなければならないので、そこは関係企

業とも調整しているが、工事に入れば時間がかかってしまう。まずは用地取得を今年度確実に進めたい

と思っている。段取りが出来て、時期が明確になり次第、地元にもお伝えしていきたいので御理解いただ

きたい。 

 

＜手広町内会 内海会長＞ 

進んでいるというのは分かった。提案だが、深沢地域は本庁舎が移転するという話が進んでいるが、そ

こに貯水槽をつくるような計画は立てているのか。 

 

＜都市整備部長 樋田部長＞ 

深沢地域については、一定の規模の調整池をつくる計画になっている。これは深沢だけではなく、大規

模な開発を行う時には条例で基準が決まっており、面積に見合った調整池を設置することになっている。 

 

＜手広町内会 内海会長＞ 

条例上、調整池をつくることになっているが、柏尾川は溢れてしまうので、水害対策で１箇所だけでな
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く複数箇所つくり、そこで止めて柏尾川に途中で合流するような計画を考えてもらいたい。 

 

＜親寿会 佐々木氏＞ 

要望だが、６つ目の議題で、空き家対策の件があったが、対策ではなく、空き家の有効活用を考えては

どうかと思う。持ち主には後を継ぐ人がいないとか、子ども達が住んでくれないとか、遺産を処理できな

くて困っているとか、様々な事情がある。そういう空き家を有効活用してもらいたいという持ち主もい

なくはない。行政から、空き家を有効活用できないか、持ち主に働きかけたらどうか。町内に補助を出し

て、家賃を少し払いながら町内のたまり場にするというところもある。有効活用しようという姿勢で進

めたらどうか。 

 

＜健康福祉部 内海部長＞ 

空き家の有効活用では、福祉事業者の方々から空き家を活用したいという声があり、市でホームペー

ジに出し、空き家を有効活用させてもらえないかマッチング事業をやっている。事業者からはかなり要

望があるが、提供していただける方がなかなかいないというのが現状である。 

今年はかなりそういう要望があるので、どのような周知方法がいいのか、空き家の持ち主に我々のＰＲ

が伝わっているかどうか分からないので、ＰＲの方法を今年は変えながら周知をし、活用を進めていき

たいと思っている。 

 

＜西鎌倉地区町内・自治会連合会 野間会長＞ 

空き家の活用について、建物そのものを貸すのは少し抵抗があるかもしれないが、例えば庭だけの貸

し出しにするなど、少しハードルが下がって、新しい展開があってよいかもしれないと思っている。畑に

するとか、子どもの遊び場にするとか、そうすると防犯上もかなりメリットがあるかと思うので、色々な

視点から考えていただけるとよいと思う。 

 

＜健康福祉部 内海部長＞ 

こちらからは建物についての話をさせていただいたが、今、御意見いただいたことを参考にしながら

建物以外の活用も含めて進めていきたい。 

 

＜西鎌倉地区社会福祉協議会 千代氏＞ 

空き家に関して言うと、先ほどの交通手段にも関連し、車を手放すと生活できないといので家族と一

緒に住むとか施設に入るということで、空き家になるという例が多い。この地域に40、50年という長年住

んでいるが、なかなか子どもたちに引き継げないということがある。その理由の一つが交通手段である

と思うが、鎌倉市の人口が減って、世帯数も減っている中で、人がなるべく入って来られるような、住ん

でも良いと思えるところにしていかなければならない。住み心地のいい場所にしていくという事も、一

つの空き家対策だと思う。 

先ほど内海部長から話があったように、我々もイベントをする時に空き家を貸していただけないか調

整するが、なかなかハードルが高くてお借りできない。その結果、このような公共施設で行うことになる
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が、倍率も高くてなかなか場所が取れない。是非、空き家を開放していただきたいと同時に、空き家にな

らないような取組をしていただくことも必要かと思う。 
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番　号

テーマ

内容詳細

担当部課

 

議題に対する回答等

御要望の箇所の歩道整備については、一部整備されている箇所がありますが、そ
の他の箇所は道路との境界確定に時間を要していることや用地取得ができないた
め、ほとんど進んでいない状況です。

こうしたことから、道路の一部カラー舗装化や、ラバーポールなどの設置により
歩行空間を確保することで歩行者の安全性の向上に努めたいと考えています。

令和元年度ふれあい地域懇談会　第３部　回答票

西鎌倉‐Ｒ１‐８

道路の安全対策について

鎌倉山ロータリーから深沢に抜ける道が、一部歩道整備さ
れていない場所があり、場所的にも人が車を避けることが難
しいので、危険道路となっています。いち早く道路の補修を
お願いしたい。

都市整備部　道路課
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⑧道路の安全対策について 

＜鎌倉山町内会 田中会長＞ 

かなり前から何回もお願いしているが相変わらず解決されず、地域の住民からも何とかしてほしいと

いう要望がまた来ている。歩道も、側溝を改修して人が一人でも歩ける幅だけでも確保してほしい。40～

50メートルくらい両側にガードレールがあるが、ガードレールの外側は全然歩けず車が来ると非常に危

ない状態になる。そこの部分をどちらか片方だけでも、側溝を改修していただいて、人が一人歩ける場所

を確保できないか。 

もう一点、鎌倉山から下っていくと深沢地区に出るが、深沢の連合会から話が出ていると思うが深沢

の交差点付近は道路が狭く非常に混む。また、県道に出るにも複雑な交差点になっている。あの辺りの道

路も改善されるよう、市役所が来て工事が始まる前に併せて検討していただきたい。その辺りを市長は

どういうふうに考えているか。 

 

＜松尾市長＞ 

市役所だけでなく、深沢のまちづくりがさらに進むと、人も交通量も多くなり、さらにその外側にも影

響が当然出てくると思う。今御指摘いただいた深沢の道路は、拡幅する予定であり、用地買収に入ってい

くことにしている。しかし、そこだけで解決できるかというと、実はそうではなくて、そこは課題だと思

っている。一つひとつその辺り、できるところから取り組んでいきたい。 
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【その他】 

＜谷際自治会 古宮氏＞ 

先日６月29日のふらっとミーティングで、市長も市民の命を守ることが最も大事なことだとおっしゃ

っていた。我々の谷際地区は、深沢消防署から深沢支所に向かう道路の両側で、高さは高いが、緊急避難

場所は西鎌倉小学校になっている。しかし例えば、深沢小学校に行った方がより安全を確保できるとい

った場合もあるということをお話した。茅ケ崎市には、マイ・タイムラインという制度があり、国も進め

ているようだが、災害時の行動計画、つまり事前にどういうものを準備して、どういうタイムスケジュー

ルで、どういう状況になったら、どういう行動を起こせばいいのかという行動計画表を各家庭でつくる

ものである。各家庭で避難弱者がいるかどうかなど、事情により深沢行政センターの方に避難したいと

いうこともある。その専門員を育てて、具体的な行動計画、つまり災害行動のみならず、そのために事前

にどんな準備をしたらよいかという計画をつくるというのが、茅ケ崎市で進められている。そうすると、

それを一人ひとりが、様々な状況を考えて、どの時点で何をすべきか行動計画をつくり、書き込むように

なっている。こういう取組が進むすと、安全を確保する、災害時の安全を確保するのに、非常に効果が高

いと思う。 

こういう取組を鎌倉でも行い計画書をつくる専門の人を養成してほしい。そうなれば地域の安全を確

保するのに非常に効果が高いと思う。自分たちがどういう状況にあるのか、どういうふうに動けばよい

のか、そのためにどういうものを準備しておけばいいかということが分かるようなものをつくる。それ

を進めて、また作成を支援するための専門員の養成を進めていただきたい。 

 

＜防災安全部 長﨑部長＞ 

色々と具体的な御提案をいただきましてありがとうございます。谷際地区の避難場所は現在西鎌倉小

学校になっているということだが、大きな災害、地震等が起きると、まず公立の小学校、中学校を避難所

にする。この辺りでは西鎌倉小学校、手広中学校、深沢小学校及び深沢中学校がほぼ同時に避難所になる

ので、逃げやすいところに逃げていただくという考え方で、まず臨んでいただきたい。 

茅ヶ崎のマイ・タイムラインは我々も承知している。そこまで詳細ではないが、鎌倉市では約３年前の

平成28年に、地区別危険箇所マップをつくって、各ご家庭にポスティングしている。このマップに、各ご

家庭の災害対策、避難対策を書き込んでいただいて、何かあったときに、御活用いただければと思ってい

る。地域防災のリーダー的人材の育成も非常に重要な御提案だと思っているが、いま市で行っているの

は、各町内会、自治会ごとに、自主防災組織というのを立ち上げていただいて、その中で防災部長を決め

ていただき、その方々を対象にリーダー研修を年に２回やっている。多くの方に御参加をいただいてい

るので、それを地域に戻っていただいて広めていただくようお願いをしている。しかし、まだまだ足りな

いところはあると思うので、御提案を受けてどういうことができるのか引き続き考えていきたいと思う。

また地域の中でもお話をしていただければと思う。 

 

＜谷際自治会 古宮氏＞ 

各家庭が積極的に、自分の家庭を守るにはどうしたらよいか、どういう状況で、どう行動をすればよい

かという詳細な行動計画が事前に出来ていると良い。受動的でなく積極的に自分でつくれば、常に頭の
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中に残る。計画づくりのための養成員をつくって、普及率を上げて、行政の成果としてＰＲしていただき

たいと思う。そうすれば積極的に考える人が増えるのではないかと思う。 

 

＜鎌倉山町内会 田中会長＞ 

ごみ問題に関して、戸別収集、有料化という形で進んできたわけだが、現在１億数千万円の黒字がある

と聞いている。もともとは新しい焼却場をつくるのにそれを使うということだったが、つくらない場合

は当然他のところに使うのだろうと思う。使途についてはお考えがあると思うが、有料化で得た収益を

うやむやにせず、市民に返すような形でこれまで出た交通問題等の課題解決のために使っていただきた

いと思う。 

 

＜西鎌倉地区スポーツ振興会 和田氏＞ 

来年６月29日だと思うが、鎌倉に聖火リレーがきて鶴岡八幡宮の前を走るという話を聞いている。鎌

倉市の住民が何人くらい走れるのか。申込書には自己ＰＲとあり、おそらく鎌倉市でスポーツにかかわ

ったことなどをＰＲするのだろうが、その選考委員に市長や健康福祉部長は入られるのか。申し込みは

都道府県なので、神奈川県の方で選考するのだろが、鎌倉市長等の意見が反映されるのかどうかお聞き

したい。 

 

＜松尾市長＞ 

選考には私の意見は全く反映されないと思う。どういう形で決まるのか、我々も詳しく承知できてい

ない。走りたい方には応募していただくしかない。 

 

＜西鎌倉地区スポーツ振興会 和田氏＞ 

当然鎌倉の住民が優先されるのだろう。 

 

＜松尾市長＞ 

方向としてはゆかりのある方ということなので、おそらくそういうことになると思う。 

 

＜西鎌倉地区スポーツ振興会 和田氏＞ 

できれば市長が鎌倉の選考委員になっていただけると良いと思っていた。 

 

＜青少年指導員 石塚氏＞ 

来年から西鎌倉小学校区で放課後かまくらっ子が始まる。７月20日に説明会が西鎌倉小学校の体育館

で行われるようだが、以前伺った第一小学校区の説明会では、てらこや、社会福祉協議会、自治会長、老

人会、あるいは地域団体が来ていたが、今回の７月20日の説明会というのは誰を対象にしているのか。 

 

＜こどもみらい部 平井部長＞ 

西鎌倉小学校の保護者が対象の説明会だと聞いている。その他の団体の方、御協力いただく団体の方
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までお声掛けしているかということは承知していないが、かまくらっ子が始まったら地域の方々に御協

力いただき様々なイベントを計画することになる。その際は通知等で連絡させていただくことになると

思う。 
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